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東日本大震災は大きな被害をもたらしましたが、
耐震化事業を実施した世帯へのアンケートでは、家屋
の被害はほとんど無かったとの回答が多く寄せられま
した。
　今後も、余震や直下型地震の発生が予想されます。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
病
気

や
ケ
ガ
な
ど
を
し
た
と
き
に
安
心

し
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
医
療
費
な
ど
の
給
付

を
行
う
大
切
な
医
療
保
険
制
度
で

す
。
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
人
や
生
活
保
護
を
受
給
し
て

い
る
人
以
外
は
、
全
て
加
入
対
象

者
と
な
り
ま
す
。

　

税
率
は
、
国
保
事
業
の
健
全
で

安
定
し
た
運
営
や
、
保
険
事
業
の

充
実
に
向
け
て
毎
年
見
直
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、
国

民
健
康
保
険
税
に
含
ま
れ
る
、「
医

療
給
付
費
分
（
国
保
の
全
て
の
加

入
者
に
課
税
さ
れ
る
分
）」・「
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
分
（
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
に
充
て

る
分
）」・「
介
護
納
付
金
分
（
介

護
費
用
に
充
て
る
分
）」
に
つ
い

て

】
の
と
お
り
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
し
い
税
率
の
適
用
は
今
年
の

４
月
で
、
７
月
以
降
の
納
付
分
か

ら
調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ど
今
年
の
収
入
見
込
み
が
分
か
る

資
料
、
印
鑑
（
認
印
）
な
ど
の
各

種
資
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申

請
の
際
は
事
前
に
税
務
課
国
民
健

康
保
険
税
係
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❶
失
業
、
病
気
な
ど
に
よ
り
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
国
民
健
康
保

険
税
減
免
取
扱
い
要
綱
の
規
定
に

基
づ
き
、
国
民
健
康
保
険
税
の
全

部
ま
た
は
一
部
減
免
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

❷
就
職
し
て
い
た
企
業
の
倒
産
や

解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
り
離

職
さ
れ
た
人（
非
自
発
的
失
業
者
）

に
対
し
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
在

職
中
に
負
担
さ
れ
て
い
た
医
療
保

険
と
同
程
度
の
負
担
で
国
民
健
康

保
険
に
加
入
で
き
る
軽
減
制
度
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
軽
減
制
度
で
は
、
雇
用
保

険
の
特
定
受
給
資
格
者
お
よ
び
特

定
理
由
離
職
者
の
国
民
健
康
保
険

税
を
翌
年
度
末
ま
で
、
前
年
の
給

与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な

し
て
税
額
を
算
定
し
ま
す
。

❸
前
年
の
所
得
が
一
定
基
準
以
下

の
世
帯
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の

均
等
割
額
と
平
等
割
額
を
所
得
に

応
じ
て
７
割
、
５
割
、
２
割
そ
れ

ぞ
れ
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
、
世

帯
ご
と
に
軽
減
判
定
を
し
税
額
が

算
定
さ
れ
ま
す
（
申
請
は
不
要
で

す
）。

　

❶
、
❷
の
減
免
・
軽
減
に
つ
い

て
は
申
請
に
当
た
り
、
離
職
証
明

書
や
退
職
時
ま
で
の
源
泉
徴
収

票
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な

　

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
災
害
減

免
の
期
間
を
、
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
に
納
期
限
が
到
来
す
る
も

の
の
全
額
に
つ
い
て
延
長
し
ま

す
。
国
に
よ
る
避
難
指
示
な
ど
の

対
象
地
域
（
※
）
か
ら
登
米
市
へ

転
入
さ
れ
た
被
保
険
者
は
、
各
総

合
支
所
市
民
課
ま
た
は
税
務
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
（
昨
年
度
、

減
免
さ
れ
た
人
は
申
請
不
要
）。

　

な
お
、
減
免
申
請
に
は
、
転
入

前
の
市
町
村
で
発
行
す
る
被
災
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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熱
中
症
は
、
暑
い
中
で
、
周

り
の
温
度
に
体
が
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
体
温
の
調
節
機

能
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
起
こ
る
障
害

の
総
称
で
す
。
症
状
が
進
む
と

意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
て
、
最

悪
の
場
合
、
死
に
至
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
体
温
調
節
機
能
が
低

下
し
て
い
る
高
齢
者
や
十
分
に

発
達
し
て
い
な
い
幼
い
子
ど
も

は
、
成
人
よ
り
も
リ
ス
ク
が
高

く
、
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い

室
内
で
も
熱
中
症
に
な
る
危
険

性
が
高
い
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

　

熱
中
症
は
適
切
な
予
防
法
を

知
っ
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

❶ 

暑
さ
を
避
け
ま
し
ょ
う

◉
日
か
げ
に
入
る

◉
す
だ
れ
・
カ
ー
テ
ン
で
直
射

  

日
光
を
防
ぎ
、
風
通
し
を
良

　

く
す
る
（
室
内
に
い
る
と
き

　

も
注
意
が
必
要
で
す
）

❷ 

服
装
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う

◉
外
出
時
に
は
日
傘
や
帽
子
を

　

か
ぶ
り
、
襟
元
を
な
る
べ
く

　

ゆ
る
め
て
通
気
を

❸ 

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し

ま
し
ょ
う

◉
汗
を
た
く
さ
ん
か
い
た
ら
、

　

塩
分
補
給
も
忘
れ
ず
に
！

▼
め
ま
い
・
立
ち
く
ら
み
が
あ

る
▼
筋
肉
の
こ
む
ら
返
り
が
あ

る
▼
汗
を
ふ
い
て
も
ふ
い
て
も

出
る
▼
頭
が
が
ん
が
ん
す
る
▼

吐
き
気
が
す
る
・
吐
く
▼
体
が

だ
る
く
力
が
入
ら
な
い

❶ 

日
か
げ
な
ど
、
涼
し
い
と

こ
ろ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う

❷ 

水
分
・
塩
分
を
と
り
ま
し
ょ

う❸ 

水
や
氷
で
体
を
冷
や
し
ま

し
ょ
う
（
首
・
脇
の
下
・
足
の

付
け
根
な
ど
）

❹ 

「
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
」

「
意
識
が
ぼ
ん
や
り
」「
反
応
が

鈍
い
」
な
ど
の
時
に
は
す
ぐ
に

救
急
車
を
要
請
し
ま
し
ょ
う

市
民
生
活
部

健
康
推
進
課　
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地震被害を最小限に抑えるには、日頃からの備えが大
切です。
　市では、地震災害に備えて住宅の耐震診断や耐震補
強工事などに対する助成事業を行っておりますので、
ぜひご検討をお願いします。


